
インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」・第８回実証試験の開催概要

○インフラメンテナンス国民会議「ちゅうごく」は、地方自治体（施設管理者）が抱える施設管理に関する課題に対し、民間事業者が課題
解決に繋がる技術を紹介する実証試験を実施しました。
○第８回実証試験では、鳥取県から提供されたニーズ「パトロールの車載カメラ画像からAI技術により道路の変状を把握できる技術」に
対して、民間企業（日本電気(株)）が技術の提供を行い、ニーズ提供者（鳥取県）が道路パトロール及びデータ収集をした結果、
民間企業（日本電気(株)）がデータ解析の結果等について説明を行いました。

○実証試験を受け、鳥取県からは、道路劣化に対するAI診断の効果を確認することができた。今後、道路の維持管理、点検全般において
AI等の活用による自動化を推進していきたい旨のコメントを頂きました。

■日 時：令和５年１２月２６日（火）13:30～15:00 ■場 所：オンライン形式
■参加者：23名

○講評

ｲﾝﾌﾗﾒﾝﾃﾅﾝｽ国民会議
ﾌｫｰﾗﾑﾘｰﾀﾞｰ 藤井 堅
（広島大学名誉教授）

施設管理者が抱える
維持管理の課題収集

ピッチイベント
（課題を解決する技術の提案会）

第８回：R5.6.28

実用化を検証する
実証試験

第８回：R5.12.26

マッチング
（社会実装）

○開会挨拶

ｲﾝﾌﾗﾒﾝﾃﾅﾝｽ国民会議
ﾒﾝﾀｰ 宮本 文穂
（山口大学名誉教授）

【施設管理者 鳥取県：2名 / 民間企業（日本電気㈱）：2名 / ｲﾝﾌﾗﾒﾝﾃﾅﾝｽ国民会議「ちゅうごく」企画委員：15名/ 中国地方整備局：4名】

○ニーズ提供者挨拶、感想

鳥取県 日野県土整備局
維持管理課
課長補佐 西山 勝重
係長 森本 邦彦

【鳥取県】

【実証試験（オンライン）の状況】

直営によるドライブレコーダーの取付 パトロールの状況

解析結果の説明

■技術名「くるみえ for Cities（ドライブレコーダーを活用した道路劣化AI診断サービス）：日本電気(株)」

データ収集・確認

質疑応答の様子

診断画像例の説明


